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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

（注）25年３月期第３四半期の対前年同四半期増減率は、会計方針の変更に伴い遡及修正が行われたため、記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 122,893 14.0 1,752 35.1 1,871 18.9 1,227 △13.3
25年3月期第3四半期 107,797 ― 1,296 ― 1,573 ― 1,415 ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 2,079百万円 （47.4％） 25年3月期第3四半期 1,411百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 75.91 ―
25年3月期第3四半期 87.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 84,333 44,084 52.3 2,725.67
25年3月期 72,723 42,651 58.6 2,637.11
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 44,084百万円 25年3月期 42,651百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00
26年3月期 ― 20.00 ―
26年3月期（予想） 20.00 40.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 174,000 18.2 3,650 39.2 3,290 23.6 2,100 3.0 129.84



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ3「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.平成25年９月26日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。 
2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 16,174,000 株 25年3月期 16,174,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 270 株 25年3月期 270 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 16,173,730 株 25年3月期3Q 16,173,730 株
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（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日本銀行による経済対策や金融緩和の効果により円

高の是正や株価の上昇が進む中、企業の設備投資や個人消費等、輸出・生産動向に改善が見られ、景気は全体とし

ては緩やかな回復基調で推移しました。 

エレクトロニクス業界におきましては、車載向け分野やスマートフォン、タブレットなどのモバイル端末分野

などが好調に推移する一方、薄型テレビ、デジタルカメラ、パソコンなどコンシューマ製品の販売不振や価格下落

を招くなど、依然として厳しい状況にあります。 

このような環境の中で当社グループは、車載向け分野に加え、スマートフォンなどの移動体無線向け分野での

販売が引き続き堅調に推移したことから、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比14.0％増の1,228億

93百万円となりました。営業利益は、増収効果により、同35.1％増の17億52百万円、経常利益は、同18.9％増の18

億71百万円となりました。また、前第３四半期連結累計期間においては補償損失引当金戻入額（特別利益）を計上

していたこともあり、四半期純利益は、同13.3％減の12億27百万円となりました。 

  

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

① 本社 

本社におきましては、車載向けビジネス及びスマートフォン関連ビジネスが伸長したことにより、売上高は、

800億31百万円（前年同期比9.0％増）となりました。セグメント利益についても、増収効果により、15億85百万円

（同50.8％増）となりました。 

  

② ASEAN（東南アジア地区） 

ASEANにおきましては、大手家電メーカー向け液晶パネルの販売増加、車載向けビジネスも堅調に推移したこと

により、売上高は、159億２百万円（前年同期比31.4％増）となりました。セグメント利益は、１億３百万円（同

127.6％増）となりました。 

  

③ GCHINA（Greater China、中国・香港・台湾地区） 

GCHINAにおきましては、家庭用ゲーム機向けのビジネスが伸長し、パソコン用のハードディスクドライブの販売

も寄与したことにより、売上高は、226億37百万円（前年同期比20.0％増）となりました。セグメント利益は、45

百万円（同66.9%減）となりました。 

  

④ その他 

その他におきましては、北米での車載ビジネスが堅調に推移したことから、売上高は、43億21百万円（前年同期

比26.2％増）となりました。セグメント利益は、67百万円（同9.1％増）となりました。 

   

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は843億33百万円となり、前連結会計年度末と比べ116億10百万円増加して

おります。主な要因としましては、商品の増加68億79百万円であります。 

負債は402億49百万円となり、前連結会計年度末と比べ101億78百万円増加しております。主な要因としまして

は、支払手形及び買掛金の増加49億54百万円、短期借入金の増加53億18百万円であります。 

純資産は440億84百万円となり、前連結会計年度末と比べ14億32百万円増加しております。主な要因としまして

は、為替換算調整勘定の増加７億62百万円であります。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年度３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成25年９月26日に公表いたしました「業績予想の

修正に関するお知らせ」より変更はございません。   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更  

     (在外子会社等の収益及び費用の換算方法の変更) 

在外子会社等の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、第

１四半期連結会計期間より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しております。この変更は、在外子

会社等の重要性及び昨今の著しい為替変動に鑑み、一時的な為替相場の変動による期間損益への影響を平均化し、

会計期間を通じて発生する損益をより適切に連結財務諸表に反映させるために行ったものであります。 

当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間については遡及適用後の連結財務諸表となって

おります。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上高は６億66百万円、営業利益は２百万

円、経常利益は７百万円及び税金等調整前四半期純利益は７百万円それぞれ増加しております。 

また、前連結会計年度の期首の純資産に累計的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は４百

万円増加し、為替換算調整勘定の前期首残高は同額減少しております。 

   

（４）追加情報 

  （ヘッジ会計の適用） 

従来、外貨建予定取引に係る為替予約取引については時価評価を行い、その評価差額を損益処理しておりました

が、第１四半期連結会計期間よりヘッジ会計を適用し、ヘッジ会計の要件を満たしている取引については繰延ヘッ

ジ処理を行うこととしております。 

 これは、金融商品に関するリスク管理体制を見直し、ヘッジ会計を適用する環境が整備されたことに伴い、為替

変動リスクの管理活動を財務諸表に適切に反映し、財政状態及び経営成績をより適切に表示するためのものです。

これにより、為替予約取引の時価評価差額のうち44百万円を繰延ヘッジ損益(貸方)として計上しております。  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,688 2,788

受取手形及び売掛金 42,319 46,142

商品 16,360 23,239

繰延税金資産 616 708

その他 3,461 3,090

貸倒引当金 △66 △66

流動資産合計 64,379 75,903

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 270 225

工具、器具及び備品（純額） 108 125

その他（純額） 19 15

有形固定資産合計 397 366

無形固定資産   

その他 927 637

無形固定資産合計 927 637

投資その他の資産   

投資有価証券 5,379 5,604

繰延税金資産 678 748

その他 967 1,078

貸倒引当金 △7 △6

投資その他の資産合計 7,017 7,425

固定資産合計 8,343 8,430

資産合計 72,723 84,333
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,864 14,819

短期借入金 12,998 18,317

未払法人税等 264 446

賞与引当金 402 278

資産除去債務 － 97

その他 4,438 2,644

流動負債合計 27,968 36,603

固定負債   

繰延税金負債 1 1

長期借入金 － 1,500

退職給付引当金 1,880 2,080

資産除去債務 124 32

その他 95 30

固定負債合計 2,102 3,645

負債合計 30,071 40,249

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,251 5,251

資本剰余金 4,767 4,767

利益剰余金 33,785 34,366

自己株式 △0 △0

株主資本合計 43,804 44,384

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △6 18

繰延ヘッジ損益 △32 33

為替換算調整勘定 △1,113 △351

その他の包括利益累計額合計 △1,152 △300

純資産合計 42,651 44,084

負債純資産合計 72,723 84,333
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 107,797 122,893

売上原価 98,546 112,573

売上総利益 9,251 10,319

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 － 0

従業員給料及び賞与 3,191 3,357

賞与引当金繰入額 194 261

退職給付費用 240 308

賃借料 614 587

その他 3,712 4,052

販売費及び一般管理費合計 7,954 8,567

営業利益 1,296 1,752

営業外収益   

受取利息 0 0

為替差益 28 －

持分法による投資利益 332 236

その他 31 33

営業外収益合計 392 271

営業外費用   

支払利息 55 59

売上割引 59 56

為替差損 － 35

その他 1 1

営業外費用合計 115 152

経常利益 1,573 1,871

特別利益   

補償損失引当金戻入額 289 －

厚生年金基金代行返上益 5 －

特別利益合計 294 －

特別損失   

ゴルフ会員権評価損 13 －

特別損失合計 13 －

税金等調整前四半期純利益 1,854 1,871

法人税、住民税及び事業税 255 832

法人税等調整額 183 △189

法人税等合計 438 643

少数株主損益調整前四半期純利益 1,415 1,227

四半期純利益 1,415 1,227
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,415 1,227

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △0 0

繰延ヘッジ損益 － 44

為替換算調整勘定 9 628

持分法適用会社に対する持分相当額 △13 179

その他の包括利益合計 △4 852

四半期包括利益 1,411 2,079

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,411 2,079
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 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

   

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれないTOMEN ELECTRONICS AMERICA,INC.及び株式会社ピーピ

ーエルの事業活動であります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額(0)百万円は、主にセグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれないTOMEN ELECTRONICS AMERICA,INC.及び株式会社ピーピ

ーエルの事業活動であります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額(50)百万円は、主にセグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項  

（在外子会社等の収益及び費用の換算方法の変更） 

  「会計方針の変更」に記載のとおり、在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により

円貨に換算しておりましたが、第１四半期連結会計期間より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変

更しております。 

  この変更に伴い、報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額の算定方法を変更し、前第３四半期

連結累計期間については、遡及適用後の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情

報」となっております。    

   

（セグメント情報等）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 
（百万円）

合計 
（百万円） 

調整額 
（注）２ 
（百万円）

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 
（百万円）

本社 
（百万円） 

ASEAN 
（百万円）

GCHINA 
（百万円）

計 
（百万円）

売上高   

外部顧客への売上高  73,403  12,099  18,869  104,372  3,425  107,797  －  107,797

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 13,966  759  1,379  16,105  481  16,586 (16,586)  －

計  87,369  12,858  20,249  120,477  3,906  124,384 (16,586)  107,797

 セグメント利益又  

  は損失 
 1,051  45  138  1,235  61  1,297 (0)  1,296

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 
（百万円）

合計 
（百万円） 

調整額 
（注）２ 
（百万円）

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 
（百万円）

本社 
（百万円） 

ASEAN 
（百万円）

GCHINA 
（百万円）

計 
（百万円）

売上高    

外部顧客への売上高  80,031  15,902  22,637  118,572  4,321  122,893  －  122,893

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 22,558  1,268  1,903  25,730  356  26,087 (26,087)  －

計  102,589  17,171  24,541  144,302  4,677  148,980 (26,087)  122,893

セグメント利益又は

損失 
 1,585  103  45  1,735  67  1,802 (50)  1,752
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